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ing (13) i n which a suction opening (12) and a discharge opening (10) are formed and which has an air flow path formed within
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(57) 要約： 室内機 1 0 0 の圧力損失の低減 を可能 とする空気調和機 を提供する。 吸込 口 1 2 及び吹出
口 1 0 が開 口され、内部に風路が形成 されたケ一 シング 1 3 と、ケ一 シング 1 3 の風路 に設 けられた熱
交換器 2 及び送風 フ ァ ン 1 と、を備 えた空気調和機において、風路は仕切 り板 1 1 等によって複数の風
路に分割 されているものである。
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明 細 書

発明の名称 ：空気調和機

技術分野

[0001 ] 本発明は、送風ファン及び熱交換器がケ一シング内に収納された空気調和

機に関するものである。また、本発明は、さらに消音ユニッ トを備えた空気

調和機に関するものである。

背景技術

[0002] 従来から、送風ファン及び熱交換器がケ一シング内に収納された空気調和

機が存在する。そのような空気調和機として、吸込口及び吹出口を有するケ

一シングと、該ケーシング内に配設された熱交換器とからなる空気調和機で

あって、吸込口及び吹出口の幅方向に複数の小型プロペラファンを併設 して

構成されたファンュニッ トを、吸込口及び吹出口に配設 した空気調和機が提

案されている （例えば、特許文献 1 参照）。 この空気調和機は、吹出口にフ

アンュニッ トを配設 して気流の方向制御を容易にするとともに、吸込口にも

同一構成のファンュニッ トを設けることで、風量増加による熱交換器性能を

向上するようにしている。

[0003] また、従来から、送風ファンと熱交換器と消音機構を備えた空気調和機が

存在する。そのような空気調和機として、 「吸込口および吹出口を有 し、か

つ吸込口から吹出口にかけて通風路を有するュニッ ト本体と、前記通風路に

設けられた熱交換器および送風機と、所定の周波数およびレベルを有する標

準波形の消音用信号を発する手段と、前記通風路を臨む位置または前記吹出

口の近傍に設けられ、前記消音用信号を音に変換するス ピーカと、前記ュニ

ッ ト本体の所定位置に設けられたマイクロフォンと、前記送風機の回転数を

検知する回転数センサと、この回転数センサの検知結果に応 じて前記消音用

信号の周波数およびレベルを一旦調整 し、その消音用信号の位相を前記マイ

クロフォンの検知音の レベルに応 じて調整する調整手段と、を具備 したこと

を特徴とする空気調和機」というものが提案されている （例えば、特許文献



2 参照）。 この空気調和機は、送風 ファンとして横流ファンを用い、熱交換

器の下流側に横流ファンを配置 している。また、この空気調和機は、横流フ

アンで発生 した音を消音するための消音ュニッ ト （ス ピーカ一 とマイクロフ

オン）を複数備えている。これ ら消音ユニッ トは、横流ファンの軸方向に沿

うように、横流ファンと吹出口との間に配置 されている。

先行技術文献

特許文献

[0004] 特許文献1 ：特開 2 0 0 5 _ 3 2 4 4 号公報 （図 5 、図 6 )

特許文献2 ：特開平 8 — 2 0 0 7 8 0 号公報 （請求項 1 、図 2 )

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0005] 特許文献 1 のような空気調和機にあっては、熱交換器の上流側及び下流側

のそれぞれに、送風 ファンが複数設けられている。つま り、特許文献 1 のよ

うな空気調和機は、これ ら送風 ファンによってケ一シング内に送 られた空気

が熱交換器 と熱交換 し、空気調和を行 う。このため、特許文献 1 のような空

気調和機は、送風 ファンの旋回流が隣接 した送風 ファンの旋回流 と干渉 して

しまう。このため、特許文献 1 のような空気調和機は、空気流れの乱れによ

るエネルギーの ロスが生 じた り、熱交換器近傍の風速分布が不均一となる。

したがって、特許文献 1 のような空気調和機は、ケ一シング内の風路におけ

る圧力損失が増大 して しまうという問題点や、空気調和機の性能が低下 して

しまうという問題点があった。

[0006] また、特許文献 2 のような空気調和機にあっては、送風 ファンで発生する

音の逆位相の音をス ピーカーで発生させることによ り （ス ピーカーか ら出力

することによ り）、送風 ファンで発生する音を消音する。このとき、ス ピ一

カーで発生させた音は、ス ピーカ一を中心 として放射状に広がっていく。こ

のため、特許文献 2 のような空気調和機は、位置によっては、送風 ファンで

発生 した音 とス ピーカーか ら発生させた音の位相が合い、音が大きくなつて



しま うとい う問題点が あ った。

また、特許文献 2 の よ うな空気調和機 にあ っては、冷房運転の場合 、熱交

換器 を通過 して温度の低 下 した空気が、マイク ロフォンゃス ピー カー を通過

す る。 このため、空気 中の水分がマイク ロフォンやス ピー カ一 で結露 して し

ま う。 したが って、特許文献 2 の よ うな空気調和機 は、マイク ロフォンゃス

ピー カー に所望の動作 を させ られ な い恐れ が ある とい う問題点が あ った。

[0007] 本発 明は、上記の よ うな課題の少 な くとも 1 つ を解決す るため にな され た

もので あ り、従 来の空気調和機 よ りも、ケ一 シング内の風路 にお ける圧 力損

失が低 下 し、空気調和機 の性能の 向上 を可能 とす る空気調和機 を提供す る こ

とを第 1 の 目的 とす るもので ある。また、本発 明は、上記の よ うな課題の少

な くとも 1 つ を解決す るため にな され た もので あ り、音の低減効果 （消音効

果） を高め る ことが可能 な空気調和機 を提供す る ことを第 2 の 目的 とす るも

ので ある。

課題 を解決す るための手段

[0008] 本発 明に係 る空気調和機 は、吸込 口及 び吹出 口が開 口され 、内部 に風路が

形成 され たケー シング と、ケ一シングの風路 に設 け られ た熱交換器及 び送風

ファンと、 を備 えた空気調和機 において、風路が仕切 り板 によ って複 数の風

路 に分割 され て いるもので ある。

[0009] また、本発 明に係 る空気調和機 は、吸込 口及 び吹出 口が開 口され 、内部 に

風路が形成 され たケー シング と、ケ一シングの風路 に設 け られ た熱交換器及

び送風 ファンと、少 な くとも 1 つの音検 出装置 、及 び制御音 を出力す る制御

音 出力装置 を有す る消音ュニ ッ 卜と、音検 出装置 の少 な くとも 1 つの検 出結

果 に基 づ いて、制御音 を生成す る制御音生成装置 と、 を備 えた空気調和機 に

おいて、消音ユニ ッ トが複 数設 け られ 、風路が仕切 り板 によ って複 数の風路

に分割 され 、分割 され た風路毎 に少 な くとも消音ュニ ッ 卜の制御音 出力装置

が設 け られ て いるもので ある。

発 明の効果

[001 0] 本発 明に係 る空気調和機 は、風路が分割 され て いるので、送風 ファンの旋



回流が この送風 ファンと隣接す る送風 ファンの旋回流 と干渉す ることを抑制

できる。 このため、本発明に係 る空気調和機 は、風路内に発生す る大規模な

渦 を抑制でき、熱交換器近傍 での風速の偏 りを防 ぐことができる。 したが つ

て、本発明に係 る空気調和機 は、ケ一シング内の風路における圧力損失が低

下 し、空気調和機の性能の向上が可能 となる。

[001 また、本発明に係 る空気調和機 は、風路が分割 されているので、送風 ファ

ンで発生 した音 を、風路内で 1 次元化 （平面波化）できる。また、本発明に

係 る空気調和機 は、風路毎に少な くとも消音ュニ ッ 卜の制御音出力装置が配

置 されている。 このため、送風 ファンで発生 した音 とス ピーカ一か ら発生 さ

せた音の位相が合 うことを防止でき、消音効果を向上 させ ることができる。

図面の簡単な説明

[001 2 ] [ 図 1] 本発明の実施の形態 1 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す縦断面模

式図である。

[図2 ] 本発明の実施の形態 1 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す斜視図で

[図3] 本発明の実施の形態 2 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す縦断面模

式図である。

[図4 ] 本発明の実施の形態 3 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す斜視図で

[図5] 本発明の実施の形態 4 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す斜視図で

[図6] 本発明の実施の形態 5 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す斜視図で

[図7] 本発明の実施の形態 5 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す縦断面模

式図である。

[図8 ] 本発明の実施の形態 5 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す縦断面模

式図である。

[図9] 本発明の実施の形態 6 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す斜視図で



[ 図 10] 本発 明の実施の形態 7 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す縦断面

模式図である。

[図 11] 本発 明の実施の形態 7 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す縦断面

模式図である。

[図 12] 本発 明の実施の形態 8 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す縦断面

模式図である。

[図 13] 本発 明の実施の形態 8 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す斜視図

である。

[図 14] 本発 明の実施の形態 9 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す縦断面

模式図である。

[図 15] 本発 明の実施の形態 1 0 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す斜視

図である。

[図 16] 本発 明の実施の形態 1 1 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す斜視

図である。

[図 17] 本発 明の実施の形態 1 1 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す縦断

面模式図である。

[図 18] 本発 明の実施の形態 1 1 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す縦断

面模式図である。

[図 19] 本発 明の実施の形態 1 2 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す斜視

図である。

[図20] 本発明の実施の形態 1 3 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す縦断

面模式図である。

発明を実施するための形態

実施の形態 1 .

図 1 は、本発明の実施の形態 1 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す縦

断面模式図である。 この図 1 は、図の左側 を室内機 1 0 0 の前面側 と して示

している。図 1 に基づいて、室内機 1 0 0 の構成について説明す る。 この室



内機 1 0 0 は 、冷 媒 を循 環 させ る冷凍 サ イ クル を利 用 す る ことで室 内等 の空

調 対象域 に空 調 空 気 を供給 す る もの で あ る。 な お、 図 1 を含 め 、 以下 の 図面

で は各構 成 部材 の大 き さの 関係 が実 際 の もの とは異 な る場 合 が あ る。 また 、

室 内機 1 0 0 が 空 調 対象域 の壁 面 に取 り付 け られ る壁掛 け型 で あ る場 合 を例

に示 して い る。

[001 4 ] 室 内機 1 0 0 は 、 主 に、室 内空 気 を内部 に吸 い込 む た め の 吸込 口 1 2 及 び

空 調 空 気 を空 調 対象域 に供給 す るた め の 吹 出 口 1 0 が 形 成 され て い るケー シ

ング 1 3 と、 この ケ一 シ ング 1 3 内 に収 納 され 、吸込 口 1 2 か ら室 内空 気 を

吸 い込み 、吹 出 口 1 0 か ら空 調 空 気 を吹 き出す 送風 フ ァ ン 1 と、吹 出 口 1 0

か ら送風 フ ァ ン 1 ま での風 路 に配 設 され 、冷 媒 と室 内空 気 とで熱 交換 す る こ

とで空 調 空 気 を作 り出す 熱 交換器 2 と、 を有 して い る。

[001 5 ] 吸 込 口 1 2 は 、 ケ一 シ ング 1 3 の 上 部 に開 口形成 され て い る。吹 出 口 1 0

は 、 ケ一 シ ング 1 3 の前 面側 下部 に開 口形成 され て い る。 これ に よ り、 ケ一

シ ング 1 3 の 内部 に は、吸込 口 1 2 か ら吹 出 口 1 0 へ 空 気 が流れ る風 路 が 形

成 され て い る。 また 、吹 出 口 1 0 の 上 流側 とな る風 路 （よ り詳 しくは、吹 出

口 1 0 と熱 交換器 2 との 間 の風 路 ） に は、吹 出 口 1 0 へ 向か って湾 曲 した ノ

ズル 4 が 形成 され て い る。送風 フ ァ ン 1 は 、 ケ一 シ ング 1 3 内 に形成 され た

風 路 に配 設 され て お り、例 えば軸 流 フ ァ ン、斜 流 フ ァ ン、横 流 フ ァ ン等 で構

成 され て い る。本 実施 の 形態 1 で は、送風 フ ァ ン 1 と して軸 流 フ ァ ンを用 い

て い る。

[001 6] 熱 交 換 器 2 は 、送風 フ ァ ン 1 の風 下側 とな る風 路 に配置 され て お り、第 1

熱 交換器 で あ る前 段側 熱 交換器 1 4 及 び第 2 熱 交換器 で あ る後 段側 熱 交換器

5 を備 えて い る。 この熱 交換器 2 に は、例 えば フ ィンチ ュ一 ブ型熱 交換器

等 を用 い る とよ い。 また 、吸込 口 1 2 に は 、 図示省 略 の フ ィンガー ガー ドや

フ ィル タ一 が設 け られ て い る。 さ らに、吹 出 口 1 0 に は 、気流 の 吹 出 し方 向

を制御 す る機 構 、例 えば図示省 略 の ベー ン等 が設 け られ て い る。 な お、 フ ィ

ル ター の配置 位 置 は送風 フ ァ ン 1 の 下流側 で あ って もよ い。

[001 7] こ こで 、室 内機 1 0 0 内 に お ける空 気 の流れ につ いて簡 単 に説 明す る。



まず 、室 内空 気 は、送風 ファン 1 に よ ってケ一 シ ング 1 3 の上部 に形成 さ

れ て いる吸込 口 1 2 か ら室 内機 1 0 0 内 （よ り詳 しくは、ケ一 シ ング 1 3 内

に形成 され た風 路 ） に流れ 込 む 。 この とき、 フ ィル ター に よ って空 気 に含 ま

れ て いる塵埃 が除去 され る。 この室 内空 気 は、熱 交換器 2 を通過 す る際 に熱

交換器 2 内 を導通 して いる冷媒 に よ って加熱 又 は冷却 され て空調空 気 とな る

。そ して、空調空 気 は、ケ一 シ ング 1 3 の下部 に形成 され て いる吹 出 口 1 0

か ら室 内機 1 0 0 の外部 、つ ま り空調 対象域 に吹 き出 され るよ うにな つて い

る。

[001 8] 次 に、熱 交換器 2 の配置 につ いて説 明す る。

図 1 に示す よ うに、熱 交換器 2 を構 成 して いる前 段側 熱 交換器 1 4 と後段

側 熱 交換器 1 5 は、室 内機 1 0 0 の 正面側 か ら背 面側 にか けての縦 断面 にお

いて、前 段側 熱 交換器 1 4 と後段側 熱 交換器 1 5 との間の間隔が空 気の流れ

方 向に対 して広 が るよ うに、つ ま り室 内機 1 0 0 の 正面側 か ら背 面側 にか け

ての熱 交換器 2 の断面形状 が略 Λ 型 とな るよ うに、ケ一 シ ング 1 3 内に配置

され て いる。

[001 9] また 、後段側 熱 交換器 1 5 は、室 内機 1 0 0 の 正面側 か ら背 面側 にか けて

の縦 断面 にお いて、その長手方 向長 さが前 段側 熱 交換器 1 4 の長手方 向長 さ

よ りも長 くな つて いる。 このため 、後段側 熱 交換器 1 5 の下端部 は、前 段側

熱 交換器 1 4 の下端部 よ りも下方 に位置 して いる。つ ま り、本実施 の形態 1

に係 る熱 交換器 2 は、後段側 熱 交換器 1 5 を通 る風 量 が前 段側 熱 交換器 1 4

を通 る風 量 よ りも大 き くな つて いる。 これ に よ り、前 段側 熱 交換器 1 4 及 び

後段側 熱 交換器 1 5 の それ ぞれ を通過 した空 気が合流 した際 、 この合流 した

空 気 は前 面側 （吹 出 口 1 0 側 ）へ 曲が る こととな る。 このため 、吹 出 口 1 0

近傍 で気流 を急激 に曲 げる必要 が無 くな り、吹 出 口 1 0 近傍 での圧 力損 失 を

低減 す る ことが で きる。 したが って、騒 音 を抑制す る ことが可能 とな る。

[0020] 次 に図 2 を用 いて、本実施 の形態 1 に係 る室 内機 1 0 0 の 内部構 造 につ い

て、詳細 に説 明す る。

[0021 ] 図 2 は、本発 明の実施 の形態 1 に係 る空 気調和機 の室 内機 の一例 を示す斜



視図である。この図 2 では、図面の理解を容易とするため、ケ一シング 1 3

及び仕切 り板 1 1 を透過 させて示 している。

[0022] 一般的に、空気調和機の室内機は設置スペースに制約があるため、送風 フ

アンを大きくできないことが多い。このため、所望の空気流量を得るために

、適度な大きさの送風 ファンを複数並列に配置する。本実施の形態 1 に係る

室内機 1 0 0 は、図 2 に示すように、ケ一シング 1 3 の長手方向に沿 って、

3 個の送風 ファン 1 が並列配置 されている。

[0023] また、隣接 した送風 ファン 1 の間には、仕切 り板 1 1 が設けられている。

本実施の形態 1 では、 2 枚の仕切 り板 1 1 が設けられている。これ ら仕切 り

板 1 1 は、熱交換器 2 と送風 ファン 1 の間に設置 されている。つま り、熱交

換器 2 と送風 ファン 1 の間の風路が、複数の風路 （本実施の形態 1 では 3 つ

) に分割 されている。仕切 り板 1 1 は、熱交換器 2 と送風 ファン 1 の間に設

置 されるため、熱交換器 2 に接する側の端部が熱交換器 2 に沿 った形状 とな

つている。よ り詳 しくは、熱交換器 2 は Λ 型に配置 されているため、仕切 り

板 1 1 の熱交換器 2 側端部もΛ 型となっている。

[0024] また、仕切 り板 1 1 の送風 ファン 1 側の端部は、隣接する送風 ファン 1 が

吸込側において互いに影響を生 じない程度に十分離れている場合、送風 ファ

ン 1 の出口面までとする。 しか し、隣接する送風 ファン 1 が吸込側において

互いに影響を及ぼす程度に近づいている場合で、さらに送風 ファン 1 の吸入

側に設けられているベルマウス （図示せず）の R部分の形状が十分に確保で

きている場合、仕切 り板 1 1 の送風 ファン 1 側の端部は、隣接する風路に影

響を与えないように （隣接する送風 ファン 1 が吸込側において互いに影響を

及ぼさないように）、送風 ファン 1 の上流側 （吸入側）まで延設 してもよい

。本実施の形態 1 では、仕切 り板 1 1 の送風 ファン 1 側の端部を送風 ファン

の出口面近傍に配置 している。

[0025] 仕切 り板 1 1 は、種々の材質で形成することができる。例 えば、スチール

やアル ミ等の金属で仕切 り板 1 1 を形成 してもよい。また例 えば、樹脂等で

仕切 り板 1 1 を形成 してもよい。



ただ し、熱交換器 2 は暖房運転のときに高温 となるため、仕切 り板 1 1 が

樹脂等のような低融点の材質で形成 されている場合、仕切 り板 1 1 と熱交換

器 2 との間にわずかな空間を形成するとよい。仕切 り板 1 1 がアル ミゃスチ

ール等の融点が高い材質の場合、仕切 り板 1 1 を熱交換器 2 と接するように

配置 してもよく、熱交換器 2 のフィンとフィンの間に仕切 り板 1 1 を挿入 し

てもよい。

[0026] 上述 したように、熱交換器 2 と送風 ファン 1 の間の風路が、複数の風路 （

本実施の形態 1 では 3 つ）に分割 されている。これ ら分割 された風路は、平

面視において、一辺が L 1 及び L 2 となった略四角形状に形成 されている。

つま り、分割 された風路の幅が、 L 1 及び L 2 となっている。

このため、例 えば平面視において一辺が L 及び L 2 となった略四角形状

の内部に設置 された送風 ファン 1 が送 り出 した空気は、確実に送風 ファン 1

の下流にあるこの L 及び L 2 で囲まれた領域の熱交換器 2 を通過する。

[0027] このように、ケ一シング 1 3 内を仕切 り板 1 1 で分割することによ り、送

風 ファン 1 が下流に作る流れ場が旋回成分を有 していても、室内機 1 0 0 の

長手方向 （図 1 における紙面直交方向）に自由に移動できな くなる。このた

め、平面視において一辺が L 1 及び L 2 となった略四角形状の内部に設置 さ

れた送風 ファン 1 が送 り出 した空気を、この送風 ファン 1 の下流に配置 され

た （この L 1 及び L 2 で囲まれた領域に配置 された）熱交換器 2 を確実に通

過 させることが可能 となる。 したがって、熱交換器 2 全体に流入する空気の

室内機 1 0 0 の長手方向 （図 1 における紙面直交方向）における風速分布を

略均一とすることができる （熱交換器 2 を通過する空気の速度の箇所毎のバ

ラツキを抑制することができる）。

[0028] また、ケ一シング 1 3 内を仕切 り板 1 1 で分断することによ り、送風 ファ

ン 1 の旋回流 （特に送風 ファン 1 の下流側の旋回流）力、 隣接 した送風 ファ

ン 1 の旋回流 （特に隣接 した送風 ファン 1 の下流側の旋回流）と干渉するこ

とを防止できる。このため、旋回流同士の干渉によって生 じる渦等エネルギ

—の ロスを抑制することができる。 したがって、風速分布の改善 と合わせて



、室 内機 1 0 0 の （よ り詳 しくはケ一 シング 1 3 内の風路 における）圧 力損

失の低減が可能 となる。

[0029] な お、仕切 り板 1 1 は、送風 ファン 1 で発生 した音 を隣接す る風路 に透過

させない遮音効果 も有す るとよい。遮音効果 を得 るためには、仕切 り板 1 1

の重量が必要である。 このため、金属 （スチールやアル ミ等） よ りも密度の

小 さい樹脂等 を用 いて仕切 り板 1 1 を形成す る場合、仕切 り板 1 1 の厚み を

大 き くす るとよい。

[0030] また、各仕切 り板 1 1 は一枚の板で形成 され ている必要 はな く、複数の板

で形成 され ていて もよい。例 えば、仕切 り板 1 1 を前段側熱交換器 1 4 側 と

後段側熱交換器 1 5 側 で二分割 して もよい。仕切 り板 1 1 を構成す る各板 ど

う しの接合箇所に隙間がな けれ ば、仕切 り板 1 1 を一枚の板で形成 した場合

と同様の効果 を得 られ る。仕切 り板 1 1 を複数 に分割す る ことによ り、仕切

り板 1 1 の組み付 け性が向上す る。

[0031 ] また、実施の形態 1 では、送風 ファン 1 の下流側 となる風路 に熱交換器 2

を配置 した室 内機 1 0 0 について説明 したが、送風 ファン 1 の上流 に熱交換

器 2 を配置 した室 内機 に本発 明を実施す る ことも勿論可能である。

[0032] 実施 の形態 2 .

実施 の形態 1 では、送風 ファン 1 と熱交換器 2 の間の風路のみ を仕切 り板

1 で分割 した。送風 ファン 1 と熱交換器 2 の間の風路 に加 え、熱交換器 2

よ り下流側 となる風路 も仕切 り板 によって分割す る ことが可能である。なお

、本実施の形態 2 において、特 に記述 しない項 目については実施の形態 1 と

同様 と し、同一の機能や構成 については同一の符号 を用 いて述べ る こととす

る。

[0033] 図 3 は、本発 明の実施の形態 2 に係 る空気調和機の室 内機の一例 を示す縦

断面模式図である。

本実施の形態 2 に係 る室 内機 1 0 1 は、熱交換器 2 と吹出 口 1 0 との間に

仕切 り板 1 1 a が設 け られ ている。その他の構成 は、実施の形態 1 に係 る室

内機 1 0 0 と同様 である。



[0034] 熱交換器 2 と吹出口 1 0 との間に設けられた仕切り板 1 1 a は、送風ファ

ン 1 と熱交換器 2 との間に設けられた仕切り板 1 1 と同じ数となっており、

各仕切り板 1 1 の下方に設けられている。より詳しくは、仕切り板 1 1 a は

、平面視において、仕切り板 1 1 と略平行に設けられている。また、仕切り

板 1 1 a は、平面視において、仕切り板 1 1 と概ね重なりあうように設けら

れている。これにより、仕切り板 1 1 a を設けたことによる空気抵抗を抑制

している。

[0035] 熱交換器 2 はΛ 型とに配置されているため、仕切り板 1 1 a の熱交換器 2

側端部 （上側端部）もΛ 型となっている。このとき、熱交換器 2 と仕切り板

a が接触 しないように、仕切り板 1 1 a は配置されている。冷房運転時

、熱交換器 2 は低温となる。このため、空気中の水分が結露し、熱交換器 2

の表面に水滴が付着する。熱交換器 2 と仕切り板 1 1 a が接触 していると、

熱交換器 2 の表面に付着した水滴が仕切り板 1 1 a に移ってしまう。この仕

切り板 1 1 a に移ってきた水滴は、仕切り板 1 1 を伝わって吹出口 1 0 まで

移動し、吹出口 1 0 から吹き出される空気に同伴され、周囲に飛散してしま

う。この水滴の飛散は、使用者に不快な思いをさせる可能性があり、空気調

和機にとってあってはならない現象である。このため、熱交換器 2 の表面に

付着した水滴が吹出口 1 0 から飛散することを防止するため、熱交換器 2 と

仕切り板 1 1 a が接触 しないように、仕切り板 1 1 a は配置されている。

[0036] 以上、このように構成された室内機 1 0 1 においては、仕切り板 1 1 a を

配置することにより、熱交換器 2 と吹出口 1 0 との間においても、隣接した

風路からの気流の影響を抑制することが可能となる。換言すると、仕切り板

a を配置することにより、熱交換器 2 と吹出口 1 0 との間においても、

送風ファン 1 の旋回流が、隣接した送風ファン 1 の旋回流と干渉することを

防止できる。このため、熱交換器 2 と吹出口 1 0 との間においても、旋回流

同士の干渉によって生じる渦等エネルギーのロスを抑制することができる。

また、吹出口 1 0 から吹き出される空調空気の室内機 1 0 0 の長手方向 （図

3 における紙面直交方向）における風速分布を略均一とすることができる （



吹出口 1 0 か ら吹き出される空調空気の箇所毎の速度のバラツキを抑制する

ことができる）。 したがって、より圧力損失の低い空気調和機 （より詳 しく

は室内機）を得ることができる。

[0037] なお、本実施の形態 2 では、仕切 り板 1 1 a の下側端部が吹出口 1 0 まで

延設された場合を説明 したが、仕切 り板 1 1 a の下側端部は熱交換器 2 と吹

出口 1 0 との間にあっても勿論よい。仕切 り板 1 1 a を設けたことにより、

実施の形態 1 よりも圧力損失が低減する。

[0038] 実施の形態 3 .

実施の形態 1 及び実施の形態 2 では、送風ファン 1 の数と風路の分割数と

を同数とした。これに限らず、風路の分割数を送風ファン 1 の数よりも多く

してもよい。なお、本実施の形態 3 において、特に記述 しない項目について

は実施の形態 1 又は実施の形態 2 と同様とし、同一の機能や構成については

同一の符号を用いて述べることとする。

[0039] 図 4 は、本発明の実施の形態 3 に係る空気調和機の室内機の一例を示す斜

視図である。この図 4 では、図面の理解を容易とするため、ケ一シング 1 3

及び仕切 り板 1 1 を透過させて示 している。

[0040] 本実施の形態 3 に係る室内機 1 0 2 は、各仕切 り板 1 1 の間に、仕切 り板

7 が設けられている。つまり、本実施の形態 3 では、実施の形態 1 で分割

した風路を、仕切 り板 1 7 によってさらに分割 している。つまり、 L 1 と L

2 に囲まれた領域に配置された熱交換器 2 には、送風ファン 1 が発生する風

量のおよそ半分が流入することとなる。その他の構成は、実施の形態 1 に係

る室内機 1 0 0 と同様である。

[0041 ] 仕切 り板 1 7 は、隣接する仕切 り板 1 1 の間隔をほぼ均等に分割できる位

置に配置される。これ ら仕切 り板 1 7 は、仕切 り板 1 1 と同様に種々の材質

で形成することができる。例えば、スチールやアル ミ等の金属で仕切 り板 1

1 を形成 してもよい。また例えば、樹脂等で仕切 り板 1 1 を形成 してもよい

。なお、仕切 り板 1 7 は、仕切 り板 1 1 と同様に遮音効果も有するほうがよ

し、。このため、金属 （スチールやアル ミ等）よりも密度の小さい樹脂等を用



いて仕切 り板 1 7 を形成する場合、仕切 り板 1 7 の厚みを大きくするとよい

[0042] 仕切 り板 1 7 の熱交換器 2 側端部の形状は、熱交換器 2 に沿 って略 Λ 型と

なっている。仕切 り板 1 7 が樹脂等のような低融点の材質で形成 されている

場合、熱交換器 2 は暖房運転のときに高温 となるため、仕切 り板 1 7 と熱交

換器 2 との間にわずかな空間を形成するとよい。仕切 り板 1 7 がアル ミゃス

チール等の融点が高い材質の場合、仕切 り板 1 7 を熱交換器 2 と接するよう

に配置 してもよく、熱交換器 2 のフィンとフィンの間に仕切 り板 1 7 を挿入

してもよい。

[0043] 仕切 り板 1 7 の送風 ファン 1 側端部の形状は、送風 ファン 1 の出口面と略

平行 となっている。なお、仕切 り板 1 7 の送風 ファン 1 側の形状は、送風 フ

アン 1 の回転中心付近を高 くして周囲に行 くほど低 くなるような山形形状で

もよい。

[0044] また、仕切 り板 1 7 の送風 ファン 1 側端部の高 さは、以下のように設定す

るとよい。

[0045] 例 えば、送風 ファン 1 と熱交換器 2 が近い場合、仕切 り板 1 7 の送風 ファ

ン 1 側端部を送風 ファン 1 に近づけ過 ぎると、仕切 り板 1 7 が空気の流れの

抵抗 となって しまう。このため、送風 ファン 1 と熱交換器 2 が近い場合、仕

切 り板 1 7 の送風 ファン 1 側端部 と送風 ファン 1 との距離をできるだけ遠 く

した方がよい。 したがって、送風 ファン 1 と熱交換器 2 が近い場合、仕切 り

板 1 7 の送風 ファン 1 側端部の高 さは、熱交換器 2 の上端部 （送風 ファン 1

と最 も近接 した位置）と同程度の高 さとすればよい。仕切 り板 1 7 の送風 フ

アン 1 側端部を熱交換器 2 の傾斜面の途中に配置 しても勿論よい。

[0046] また例 えば、送風 ファン 1 と熱交換器 2 との間に十分な距離がある場合、

仕切 り板 1 7 が空気の流れの抵抗 となることはない。このため、送風 ファン

と熱交換器 2 との間に十分な距離がある場合、仕切 り板 1 7 の送風 ファン

1 側端部の高 さを、熱交換器 2 の上端部 （送風 ファン 1 と最 も近接 した位置

) よ りも高 くするとよい。



[0047] 以上 、 この よ うに構成 された室 内機 1 0 2 においては、分割 された風路の

幅 L 1 を、実施の形態 1 に係 る室 内機 1 0 0 よ りも小 さ くす る ことができる

。 このため、本実施の形態 3 に係 る室 内機 1 0 2 は、実施の形態 1 に係 る室

内機 1 0 0 と比べ、送風 ファン 1 の発生す る旋回流 による幅方 向の 自由度が

さらに減少す る。 したが って、本実施の形態 3 に係 る室 内機 1 0 2 は、実施

の形態 1 に係 る室 内機 1 0 0 と比べ、よ り風速分布の悪化 を改善できる （速

度分布 をよ り均一化できる）。

[0048] な お、実施の形態 2 と同様 に、熱交換器 2 と吹出 口 1 0 との間の風路で各

仕切 り板 1 7 の下方 となる位置 に、 さらに仕切 り板 を設 けて もよい。 この よ

うに構成す る ことによ り、実施の形態 2 と同様 に、熱交換器 2 と吹出 口 1 0

との間において も、送風 ファン 1 の旋回流が、隣接 した送風 ファン 1 の旋回

流 と干渉す る ことを防止できる。

[0049] 実施 の形態 4 .

実施 の形態 3 においては、ケ一シング 1 3 の前後方 向に延設 された仕切 り

板 1 1 を設 け、 さらにその分割数 を多 くす るため、仕切 り板 1 7 でケ一 シン

グ 1 3 内の風路 を分割 した。 これ ら仕切 り板 1 7 は、送風 ファン 1 の出 口面

に対 して垂直に配置 した ものであった。 しか しなが ら、仕切 り板 1 7 は実施

の形態 3 の よ うに限定 され るものでな く、少な くとも仕切 り板 1 7 の上端部

を送風 ファン 1 の出 口面に対 して傾斜 させて配置 して もよい。 この よ うな仕

切 り板 1 7 とす る ことによ り、送風 ファン 1 の発生す る旋回流 をスムーズに

誘導 して下流側の熱交換器 2 に流入 させ る ことが可能 となる。なお、本実施

の形態 4 において、特 に記述 しない項 目については実施の形態 1 〜実施の形

態 3 と同様 と し、同一の機能や構成 については同一の符号 を用 いて述べ る こ

ととす る。

[0050] 図 5 は、本発 明の実施の形態 4 に係 る空気調和機の室 内機の一例 を示す斜

視 図である。図 5 では、図面の理解 を容易 とす るため、ケ一 シング 1 3 及 び

仕切 り板 1 1 を透過 させて示 した。

[0051 ] 本実施の形態 4 に係 る室 内機 1 0 3 の基本構成 は、実施の形態 3 に係 る室



内機 1 0 2 と同様である。以下では、本実施の形態 4 に係る室内機 1 0 3 と

実施の形態 3 に係る室内機 1 0 2 との差異点について説明する。

[0052] 本実施の形態 4 に係る室内機 1 0 3 の仕切 り板 1 7 は、その上端部 1 7 a

が折 り曲げ形成されている。そ して、仕切 り板 1 7 の上端部 1 7 a 力、 送風

ファン 1 の出口面に対 して傾斜するように配置されている。この傾斜方向は

送風ファン 1 の吹出流の方向となっている。室内機 1 0 3 に設けられている

送風ファン 1 が軸流型のファンゃ斜流型のファンの場合、図 5 に示すように

、室内機 1 0 3 の前面側と背面側とでは上端部 1 7 a 傾斜方向が逆になる。

[0053] なお、仕切 り板 1 7 の上端部 1 7 a の断面形状は、直線となっていてもよ

いし、曲線形状となっていてもよい。また、上端部 1 7 a のみでなく、仕切

り板 1 7 全体を送風ファン 1 の出口面に対 して傾斜するように配置 してもよ

い。

[0054] 以上、このように構成された室内機 1 0 3 においては、送風ファン 1 の発

生する旋回流をスムーズに誘導 して下流側の熱交換器 2 に流入させることが

可能となる。このため、送風ファン 1 の発生する旋回流と仕切 り板 1 7 との

干渉による損失を低減することができる。 したがって、本実施の形態 4 に係

る室内機 1 0 3 は、実施の形態 3 に係る室内機 1 0 2 と較べ、風路における

圧力損失をより低減させることが可能となる。

[0055] 実施の形態 5 .

実施の形態 1 〜実施の形態 4 においては、ケ一シング 1 3 の前後方向に延

設された仕切 り板を設け、ケ一シング 1 3 内の風路を分割 した。ケ一シング

3 の左右方向延設された仕切 り板をさらに設けることで、ケ一シング 1 3

内の風路をさらに分割することができる。なお、本実施の形態 5 において、

特に記述 しない項目については実施の形態 1 〜実施の形態 4 と同様とし、同

—の機能や構成については同一の符号を用いて述べることとする。

[0056] 図 6 は、本発明の実施の形態 5 に係る空気調和機の室内機の一例を示す斜

視図である。また、図 7 は、この室内機の縦断面模式図である。なお、図 6

では、図面の理解を容易とするため、ケ一シング 1 3 及び仕切 り板 1 1 を透



過 させて示 している。

[0057] 本実施の形態 5 に係 る室 内機 1 0 4 の基本構成 は、実施の形態 3 に係 る室

内機 1 0 2 と同様 である。以下では、本実施の形態 5 に係 る室 内機 1 0 4 と

実施の形態 3 に係 る室 内機 1 0 2 との差異点について説明す る。

[0058] 本実施の形態 5 に係 る室 内機 1 0 4 は、実施の形態 3 に係 る室 内機 1 0 2

に、ケ一 シング 1 3 内の風路 を左右方 向に分割す る仕切 り板 1 8 が設 け られ

ている。 この仕切 り板 1 8 は、前段側熱交換器 1 4 と後段側熱交換器 1 5 と

の間に設 け られ てお り、仕切 り板 1 1 及 び仕切 り板 1 7 と略直角 に交わ るよ

うに配置 され ている。つま り、 L 1 と L 2 に囲まれた領域 に配置 された熱交

換器 2 には、送風 ファン 1 が発生す る風量のおよそ四分の一が流入す る こと

となる。

[0059] なお、仕切 り板 1 8 の下側端部 （吹出 口 1 0 側端部）の位置 は、以下の よ

うに設定す るとよい。

[0060] 例 えば、図 7 に示す よ うに、仕切 り板 1 8 を平板 に した場合、仕切 り板 1

8 の下側端部 を下方 まで延ば しす ぎると、風路の面積が減少 して （風路が仕

切 り板 1 8 によ り塞がれ て）、空気の流れの抵抗 とな って しま う。 このため

、仕切 り板 1 8 を平板 に した場合、仕切 り板 1 8 の下側端部の位置 は、ノズ

ル 4 の風上側 に配置す る。

[0061 ] 例 えば、図 8 に示す よ うに、仕切 り板 1 8 の下側が ノズル 4 の形状 に合わ

せた曲面 とな っている場合、仕切 り板 1 8 の下側端部 を吹出 口 1 0 まで延ば

して もよい。仕切 り板 1 8 の下側端部 を吹出 口 1 0 まで延ばす ことによ り、

ノズル 4 内か ら吹出 口 1 0 での風速の強弱の低減が可能である。

[0062] 以上 、 この よ うに構成 された室 内機 1 0 4 においては、分割 された風路の

幅 L 2 を、実施の形態 1 〜実施の形態 4 に係 る室 内機 1 0 0 〜 1 0 3 よ りも

小 さ くす る ことができる。 このため、本実施の形態 5 に係 る室 内機 1 0 4 は

、送風 ファン 1 の発生す る旋回流 による幅方 向の 自由度が さらに減少す る。

したが って、本実施の形態 5 に係 る室 内機 1 0 4 は、実施の形態 1 〜実施の

形態 4 に係 る室 内機 1 0 0 〜 1 0 3 と比べ、よ り風速分布の悪化 を改善でき



る （速度分布をよ り均一化できる）。

[0063] 実施の形態 6 .

実施の形態 1 〜実施の形態 5 で示 した仕切 り板の表面に、後述のような吸

音材を設けてもよい。または、仕切 り板を吸音材で構成 してもよい。なお、

本実施の形態 6 において、特に記述 しない項 目については実施の形態 1 〜実

施の形態 5 と同様 とし、同一の機能や構成については同一の符号を用いて述

ベることとする。

[0064] 図 9 は、本発明の実施の形態 6 に係る空気調和機の室内機の一例 を示す斜

視図である。この図 9 では、図面の理解を容易とするため、ケ一シング 1 3

及び仕切 り板 1 1 を透過 させて示 している。

[0065] 本実施の形態 6 に係る室内機 1 0 5 は、仕切 り板 1 1 の両面に吸音材 1 9

を設けている。この吸音材 1 9 の材質は、ウレタン、多孔質の樹脂、多孔質

のアル ミ等である。このような吸音材 1 9 は、低周波の消音効果は小 さいが

、 k H z 以上の高周波を消音することができる。吸音材 1 9 の厚みは、厚

いほど低い周波数を吸収できる。なお、後述する消音ユニッ トを設けること

によ り、例 えば 1 k H z 以下の音を消音することも可能 となる。この場合、

吸音材 1 9 は、例 えば 2 k H z の音を吸音する 2 O m m 以下の厚みで十分効

果を得ることができる。

[0066] なお、仕切 り板 1 1 の材質は、実施の形態 1 〜実施の形態 5 と同様に、種

々の材質で形成することができる。例 えば、スチールやアル ミ等の金属で仕

切 り板 1 1 を形成 してもよい。また例 えば、樹脂等で仕切 り板 1 1 を形成 し

てもよい。さらに仕切 り板 自体を吸音材で構成 してもよい。

[0067] 以上、このように構成 された室内機 1 0 5 においては、仕切 り板 1 1 等に

よって送風 ファン 1 の発生する旋回流の影響を低減できるだけでな く、送風

ファン 1 か ら発生する騒音も低減することができる。

[0068] 実施の形態 7 .

実施の形態 1 〜実施の形態 6 では、熱交換器 2 の上流側に送風 ファン 1 を

配置 した室内機に本発明を実施 した場合について説明 した。これに限 らず、



熱交換器 2 の下流側に送風ファン 1 が配置された室内機に本発明を実施する

ことも勿論可能である。なお、本実施の形態 7 において、特に記述 しない項

目については実施の形態 1 〜実施の形態 6 と同様とし、同一の機能や構成に

ついては同一の符号を用いて述べることとする。

[0069] 図 1 0 は、本発明の実施の形態 6 に係る空気調和機の室内機の一例を示す

縦断面模式図である。

本実施の形態 7 に係る室内機 1 0 6 は、熱交換器 2 の下流側に送風ファン

1 が配置されている。また、送風ファン 1 は、軸流ファンを用いている。な

お、送風ファン 1 は横流ファンでもよい。図 1 1 に横流ファンを用いた場合

を示す。

また、ケ一シング 1 3 内に形成された風路は、実施の形態 2 と同様に、分

割されている。つまり、吸込口 1 2 と熱交換器 2 との間の風路は、仕切 り板

1 によって分割されている。熱交換器 2 と吹出口 1 0 との間の風路は、仕

切 り板 1 1 a によって分割されている。

[0070] 仕切 り板 1 1 の熱交換器 2 側端部の形状は、熱交換器 2 に沿って略 Λ 型と

なっている。仕切 り板 1 1 が樹脂等のような低融点の材質で形成されている

場合、熱交換器 2 は暖房運転のときに高温となるため、仕切 り板 1 1 と熱交

換器 2 との間にわずかな空間を形成するとよい。仕切 り板 1 1 がアル ミゃス

チール等の融点が高い材質の場合、仕切 り板 1 1 を熱交換器 2 と接するよう

に配置 してもよく、熱交換器 2 のフィンとフィンの間に仕切 り板 1 1 を挿入

してもよい。

また、仕切 り板 1 1 a の熱交換器 2 側端部もΛ 型となっている。このとき

、熱交換器 2 の表面に付着 した水滴が吹出口 1 0 から飛散することを防止す

るため、熱交換器 2 と仕切 り板 1 1 a が接触 しないように、仕切 り板 1 1 a

は配置されている。

なお、仕切 り板 1 1 及び仕切 り板 1 1 a の組み付け性を向上させるため、

仕切 り板 1 1 及び仕切 り板 1 1 a をそれぞれ複数に分割 してもよい。

[0071 ] 以上のように、熱交換器 2 の下流側に送風ファン 1 が配置された室内機 1



0 5 においても、室内機 1 0 5 の長手方向 （図 1 0 における紙面直交方向）

における風速分布を略均一とすることができる （風速分布の改善が可能 とな

る）。

[0072] 実施の形態 8 .

上述のようにケ一シング 1 3 内の風路を複数に分割 した空気調和機 （よ り

詳 しくは空気調和機の室内機）においては、下記のような消音ユニッ トを設

けることによ り、送風 ファン 1 が発生する音 （騒音）を従来よ りも効果的に

消音することができる。

[0073] 図 1 2 は、本発明の実施の形態 8 に係る空気調和機の室内機の一例 を示す

縦断面模式図である。この図 1 2 は、図の左側を室内機 1 0 7 の前面側 とし

て示 している。図 1 2 に基づいて、室内機 1 0 7 の構成、特に消音ユニッ ト

の配置について説明する。この室内機 1 0 7 は、冷媒を循環 させる冷凍サイ

クルを利用することで室内等の空調対象域に空調空気を供給するものである

。なお、図 1 2 を含め、以下の図面では各構成部材の大きさの関係が実際の

ものとは異なる場合がある。また、室内機 1 0 7 が空調対象域の壁面に取 り

付けられる壁掛 け型である場合を例に示 している。

[0074] 室内機 1 0 7 は、主に、室内空気を内部に吸い込むための吸込口 1 2 及び

空調空気を空調対象域に供給するための吹出口 1 0 が形成 されているケーシ

ング 1 3 と、このケ一シング 1 3 内に収納 され、吸込口 1 2 か ら室内空気を

吸い込み、吹出口 1 0 か ら空調空気を吹き出す送風 ファン 1 と、吹出口 1 0

か ら送風 ファン 1 までの風路に配設 され、冷媒 と室内空気とで熱交換するこ

とで空調空気を作 り出す熱交換器 2 と、を有 している。

[0075] 吸込 口 1 2 は、ケ一シング 1 3 の上部に開口形成 されている。吹出口 1 0

は、ケ一シング 1 3 の前面側下部に開口形成 されている。これによ り、ケ一

シング 1 3 の内部には、吸込口 1 2 か ら吹出口 1 0 へ空気が流れる風路が形

成 されている。また、吹出口 1 0 の上流側 となる風路 （よ り詳 しくは、吹出

口 1 0 と熱交換器 2 との間の風路）には、吹出口 1 0 へ向かって湾曲 したノ

ズル 4 が形成 されている。送風 ファン 1 は、ケ一シング 1 3 内に形成 された



風路に配設されてお り、例えば軸流ファン、斜流ファン、横流ファン等で構

成されている。本実施の形態 8 では、送風ファン 1 として軸流ファンを用い

ている。

[0076] 熱交換器 2 は、送風ファン 1 の風下側 となる風路に配置 されてお り、第 1

熱交換器である前段側熱交換器 1 4 及び第 2 熱交換器である後段側熱交換器

5 を備えている。この熱交換器 2 には、例えばフィンチュ一ブ型熱交換器

等を用いるとよい。また、吸込口 1 2 には、図示省略のフィンガーガー ドや

フィルタ一が設けられている。さらに、吹出口 1 0 には、気流の吹出 し方向

を制御する機構、例えば図示省略のベーン等が設けられている。

[0077] ここで、室内機 1 0 7 内における空気の流れについて簡単に説明する。

まず、室内空気は、送風ファン 1 によってケ一シング 1 3 の上部に形成さ

れている吸込口 1 2 か ら室内機 1 0 7 内 （より詳 しくは、ケ一シング 1 3 内

に形成された風路）に流れ込む。このとき、フィルターによって空気に含ま

れている塵埃が除去される。この室内空気は、熱交換器 2 を通過する際に熱

交換器 2 内を導通 している冷媒によって加熱又は冷却されて空調空気となる

。そ して、空調空気は、ケ一シング 1 3 の下部に形成されている吹出口 1 0

か ら室内機 1 0 7 の外部、つま り空調対象域に吹き出されるようになつてい

る。

[0078] 次に、熱交換器 2 の配置について説明する。

図 1 2 に示すように、熱交換器 2 を構成 している前段側熱交換器 1 4 と後

段側熱交換器 1 5 は、室内機 1 0 7 の正面側か ら背面側にかけての縦断面に

おいて、前段側熱交換器 1 4 と後段側熱交換器 1 5 との間の間隔が空気の流

れ方向に対 して広がるように、つま り室内機 1 0 7 の正面側か ら背面側にか

けての熱交換器 2 の断面形状が略 Λ 型となるように、ケ一シング 1 3 内に配

置 されている。

[0079] また、後段側熱交換器 1 5 は、室内機 1 0 7 の正面側か ら背面側にかけて

の縦断面において、その長手方向長さが前段側熱交換器 1 4 の長手方向長さ

よりも長 くなつている。このため、後段側熱交換器 1 5 の下端部は、前段側



熱交換器 1 4 の下端部 よ りも下方 に位置 している。つま り、本実施の形態 8

に係 る熱交換器 2 は、後段側熱交換器 1 5 を通 る風量が前段側熱交換器 1 4

を通 る風量 よ りも大 き くな つている。 これ によ り、前段側熱交換器 1 4 及 び

後段側熱交換器 1 5 のそれ ぞれ を通過 した空気が合流 した際、 この合流 した

空気は前面側 （吹出 口 1 0 側 ）へ曲が る こととなる。 このため、吹出 口 1 0

近傍 で気流 を急激 に曲げる必要が無 くな り、吹出 口 1 0 近傍 での圧 力損失 を

低減す る ことができる。 したが って、騒音 を抑制す る ことが可能 となる。

[0080] また、本実施の形態 8 に係 る室 内機 1 0 7 には、消音ュニ ッ 卜が設 け られ

ている。本実施の形態 8 の消音ユニ ッ トは、マイク ロフォン 6 、制御ス ピ一

力一 7 及 びマイク ロフォン 9 を備 えている。

以下では、まず、本実施の形態 8 で用 いている消音方式について説明す る

。その後、本実施の形態 8 に係 る消音ユニ ッ トの各構成 について、その機能

及び配置位置等 について説明す る。

[0081 ] 本実施の形態 8 で用 いている消音方式は、一般的にアクテ ィブノイズ コン

トロール と呼 ばれ る消音方式である。 この消音方式 を簡単 に説明す ると、騒

音源 で発生す る音の伝播経路 において、騒音源 で発生す る音 と逆位相の音 を

ス ピー カーか ら出力す る。そ して、ホイヘ ンスの原理 （波の重ね あわせの原

理） を利用 して、騒音源 で発生す る音 を消滅 減少 させ る。

[0082] このアクテ ィブノイズ コン トロール と呼 ばれ る消音方式は、制御方法 によ

つて必要な構成が異 なる。一般的に、アクテ ィブノイズ コン トロールの制御

方法 と して、 フィー ドフォヮ一 ド制御 とフィー ドバ ック制御の二種類が ある

[0083] フ ィー ドフォワー ド制御 は、騒音源か ら発生 した音 を検 出 し、その検 出結

果に基づいて生成 された制御音 を出力 （放射）す る制御方法である。 この フ

イー ドフォヮ一 ド制御 には、騒音源か ら発生 した音 を検 出す るマイク ロフォ

ン （本実施の形態 8 のマイク ロフォン 6 に相 当）、 このマイク ロフォンで検

出 された音 に基づいて作成 された制御音 を出力す るス ピー カー （本実施の形

態 8 の制御ス ピー カー 7 に相 当）、及び静粛 を保 ちた い領域 （以下、静粛領



域 という）に設けられ、静粛領域の音を検出するマイクロフォン （本実施の

形態 8 のマイクロフォン 9 に相当）等を用いる。

[0084] フィー ドバ ック制御は、騒音源か ら発生 した音を検出するマイクロフォン

(本実施の形態 8 のマイクロフォン 6 に相当）を用いず、静粛領域の音を検

出するマイクロフォン （本実施の形態 8 のマイクロフォン 9 に相当）で検出

された音に基づいて作成 された制御音をス ピーカー （本実施の形態 8 の制御

ス ピーカー 7 に相当）か ら出力する制御方法である。このフィー ドバ ック制

御には、静粛領域の音を検出するマイクロフォン （本実施の形態 8 のマイク

口フォン 9 に相当）、及びこのマイクロフォンで検出された音に基づいて作

成 された制御音を出力するス ピーカー （本実施の形態 8 の制御ス ピーカー 7

に相当）等を用いる。

[0085] 図 1 2 に示すように、本実施の形態 8 に係る室内機 1 0 7 は、フィー ドフ

ォヮ一 ド制御によ り、送風 ファン 1 か ら発生する音を消滅 減少 させている

よ り詳 しくは、騒音源か ら発生 した音を検出するマイクロフォン 6 は、音

源 となる送風 ファン 1 の近傍に配置 されている。本実施の形態 8 では、マイ

クロフオン 6 は、ケ一シング 1 3 の前面側に配置 されている。

制御音を出力する制御ス ピー力_ 7 は、マイクロフォン 6 よ りも下流側の

風路に配置 される。本実施の形態 8 では、制御ス ピーカ_ 7 は、ケ一シング

3 の前面側に配置 されている。このとき、制御ス ピーカ一 7 は、制御ス ピ

一力一 7 か ら出力 した音が風路内に放射できるように、風路内の空気と接す

るように配置 されている。また、制御ス ピーカー 7 の後方 （風路 とは反対側

) は、ボ ックス 8 で覆われている。このボ ックス 8 内の空間が、低周波の音

を発生させるために必要なバ ックチャンバ一 1 6 となる。

静粛領域の音を検出するマイクロフォン 9 は、静粛領域 となる吹出口 1 0

の近傍に設置 されている。

[0086] ここで、マイクロフォン 6 及びマイクロフォン 9 力、 本発明における音検

出装置に相当する。また、制御ス ピーカー 7 力、 本発明における制御音出力



装置に相当する。

なお、フィー ドバック制御によって送風ファン 1 から発生する音を消滅

減少させる場合、上述のようにマイクロフォン6 が不要となる。この場合、

消音ュニットは、制御スピーカ一 7 及びマイクロフォン9 で構成される。

[0087] 各マイクロフォン （マイクロフォン6 , 9 ) 及び制御スピーカ一 7 は、そ

れぞれアンプに接続されている。マイクロフォン6 に接続されたアンプ2

は、マイクロフォン6 から出力された電気信号 （マイクロフォン6 が検出し

た音の電気信号）を増幅する。マイクロフォン9 に接続されたアンプ2 3 は

、マイクロフォン9 から出力された電気信号 （マイクロフォン9 が検出した

音の電気信号）を増幅する。制御スピーカー 7 に接続されたアンプ2 2 は、

制御スピーカー 7 へ出力する電気信号 （制御スピーカー 7 が出力する制御音

の電気信号）を増幅する。

これらアンプ2 1 〜 2 3 は、D S P ( D i g i t a l S i n a l P

r o c e s s o r ) や制御回路等を搭載したコン トロ一ラ_ 2 4 に接続され

ている。コン トローラ一 2 4 は、アンプ2 1 , 2 3 から入力された電気信号

(マイクロフォン6 , 9 が検出した音）の処理や、アンプ2 2 へ出力する電

気信号 （制御スピーカー 7 から出力する制御音）を生成する。

ここで、アンプ2 1 〜 2 3 及びコン トローラ一 2 4 力、 本発明における制

御音生成装置に相当する。

[0088] 次に、図 1 3 を用いて、本実施の形態 8 に係る室内機 1 0 7 の内部構造及

び消音ュニッ卜の配置位置について、さらに詳細に説明する。

[0089] 図 1 3 は、本発明の実施の形態 8 に係る空気調和機の室内機の一例を示す

斜視図である。この図 1 3 では、図面の理解を容易とするため、ケ一シング

3 及び仕切り板 1 1 を透過させて示し、ボックス 8 (バックチャンバ一 1

6 ) 、アンプ2 1 〜 2 3 及びコン トローラ_ 2 4 等の図示を省略している。

[0090] 一般的に、空気調和機の室内機は設置スペースに制約があるため、送風フ

アンを大きくできないことが多い。このため、所望の空気流量を得るために

、適度な大きさの送風ファンを複数並列に配置する。本実施の形態 8 に係る



室 内機 1 0 7 は、図 1 3 に示す よ うに、ケ一 シング 1 3 の長手方 向に沿 って

、 3 個 の送風 ファン 1 が並列配置 され ている。

[0091 ] また、隣接 した送風 ファン 1 の間には、仕切 り板 1 1 が設 け られ ている。

本実施の形態 8 では、 2 枚の仕切 り板 1 1 が設 け られ ている。 これ ら仕切 り

板 1 1 は、熱交換器 2 と送風 ファン 1 の間に設置 され ている。つま り、熱交

換器 2 と送風 ファン 1 の間の風路が、複数の風路 （本実施の形態 8 では 3 つ

) に分割 され ている。仕切 り板 1 1 は、熱交換器 2 と送風 ファン 1 の間に設

置 され るため、熱交換器 2 に接す る側の端部が熱交換器 2 に沿 った形状 とな

つている。よ り詳 しくは、熱交換器 2 は Λ 型に配置 され ているため、仕切 り

板 1 1 の熱交換器 2 側端部 も Λ 型 とな っている。また、仕切 り板 1 1 の送風

ファン 1 側 の端部 は、吸込 口 1 2 や送風 ファン 1 の形状等 を考慮 し、隣の風

路 に空気や音が漏れ に くい形状 と している。本実施の形態 8 では、仕切 り板

の送風 ファン 1 側 の端部 を送風 ファン 1 の近傍 に配置 している。

[0092] 仕 切 り板 1 1 は、種 々の材質で形成す る ことができる。例 えば、スチール

やアル ミ等の金属 で仕切 り板 1 1 を形成 して もよい。また例 えば、樹脂等で

仕切 り板 1 1 を形成 して もよい。

ただ し、熱交換器 2 は暖房運転の ときに高温 となるため、仕切 り板 1 1 が

樹脂等の よ うな低融点の材質で形成 され ている場合、仕切 り板 1 1 と熱交換

器 2 との間にわずかな空間 を形成す るとよい。仕切 り板 1 1 がアル ミゃスチ

ール等の融点が高 い材質の場合、仕切 り板 1 1 を熱交換器 2 と接す るよ うに

配置 して もよ く、熱交換器 2 の フィンとフィンの間に仕切 り板 1 1 を挿入 し

て もよい。

[0093] また、仕切 り板 1 1 によって分割 された風路のそれ ぞれ には、マイク ロフ

オン 6 及 び制御ス ピー カ_ 7 が設 け られ ている。

[0094] 上述の よ うに、熱交換器 2 と送風 ファン 1 の間の風路が、複数の風路 （本

実施の形態 8 では 3 つ）に分割 され ている。 これ ら分割 された風路 は、平面

視 において、一辺が L 1 及 び L 2 とな った略四角形状 に形成 され ている。つ

ま り、分割 された風路の幅が、 L 1 及 び L 2 とな っている。



このため、例えば、 L 1 < L 2 とした場合、送風ファン 1 で発生した音が

分割された風路を通過する際、半波長が L よりも短い周波数 f の音は、平

面波化 （一次元化）して伝播する。また、例えば、 L 1 > L 2 とした場合、

送風ファン 1 で発生した音が分割された風路を通過する際、半波長が L 2 よ

りも短い周波数 f の音は、平面波化 （一次元化）して伝播する。

[0095] このように、ケ一シング 1 3 内の風路を仕切り板 1 1 で分割することによ

り、分割された風路の短い側の幅よりも半波長が短い周波数の音を、平面波

化 （一次元化）することができる。また、ケ一シング 1 3 内の風路の分割数

を多くするほど、より高い周波数まで平面波化 （一次元化）することができ

る。

平面波化 （一次元化）できる周波数 f を式で表すと、

f < / ( 2 * L )

となる。ここで、 c は音速である。また、 L は、 L 1 及び L 2 のうち、長

さの短い側の値である。

[0096] 送風ファン 1 で発生した音のうち平面波化した音は、分割された風路のそ

れぞれに設けられたマイクロフォン6 によって検出され、分割された風路の

それぞれに設けられた制御スピーカー 7 から出力される逆位相の音によって

消音される。このとき、平面波化した音は重ね合わせにるよる消音効果が得

られやすくなり、効果的に消音される。

—方、平面波化していない音は、ケ一シング 1 3 の風路内で反射を繰り返

し、吹出口 1 0 まで伝播する。このように平面波化していない音は、音の腹

や節の位置がケ一シング 1 3 の風路内において無秩序に存在するため、音の

重ねあわせで消音するアクティブノイズコン トロールでは大きな消音効果を

得にくい。

[0097] 以上、このように構成された室内機 1 0 7 においては、仕切り板 1 1 でケ

一シング 1 3 内の風路を分割し、分割された風路のそれぞれに制御スピーカ

- を設けることにより、従来よりも高い周波数まで消音効果を得ることが

できる。また、ケ一シング 1 3 内の風路の分割数を多くするほど、より高い



周波数で消音効果を得ることができる。

[0098] また、仕切 り板 1 1 は、送風 ファン 1 で発生 した音を隣接する風路に透過

させない遮音効果も有する。平面波化 した音の一部が隣接する風路に侵入す

ると、音が浸入 した風路においては、浸入 した音 と同 じ周波数の音は平面波

ではな くな り、消音効果が低下する。遮音効果を得るためには、仕切 り板 1

1 の重量が必要である。このため、金属 （スチールやアル ミ等）よ りも密度

の小 さい樹脂等を用いて仕切 り板 1 1 を形成する場合、仕切 り板 1 1 の厚み

を大きくするとよい。

[0099] さらに、仕切 り板 1 1 は、送風 ファン 1 の効率が高 くなるという効果も有

する。隣接する送風 ファン 1 か ら吹き出された空気が下流側において干渉す

ることを抑制できるため、この干渉によって各送風 ファン 1 で発生するエネ

ルギ一の 口スを抑制できるか らである。

[01 00] また、消音ユニッ トの うち、マイクロフォン 6 及び制御ス ピーカ一 7 は、

熱交換器 2 よ りも風上側 となる風路に配置 されている。このため、冷房運転

時に熱交換器 2 を通過 して温度の低下 した空気が、マイクロフォン 6 及び制

御ス ピーカ一 7 を通過することを防止できる。 したがって、マイクロフォン

6 及び制御ス ピーカー 7 への結露を防止でき、マイクロフォン 6 及び制御ス

ピーカー 7 の信頼性が向上する。

[01 0 1] なお、各仕切 り板 1 1 は一枚の板で形成 されている必要はな く、複数の板

で形成 されていてもよい。例 えば、仕切 り板 1 1 を前段側熱交換器 1 4 側 と

後段側熱交換器 1 5 側で二分割 してもよい。仕切 り板 1 1 を構成する各板 ど

うしの接合箇所に隙間がなければ、仕切 り板 1 1 を一枚の板で形成 した場合

と同様の消音効果を得 られる。仕切 り板 1 1 を複数に分割することによ り、

仕切 り板 1 1 の組み付け性が向上する。

[01 02] また、本実施の形態 8 に係る室内機 1 0 7 では、マイクロフォン 6 及び制

御ス ピーカ一 7 をケ一シング 1 3 の前面側に配置 したが、マイクロフォン 6

及び制御ス ピーカー 7 の少な くとも一方をケーシング 1 3 の後面側に配置 し

ても勿論よい。



[01 03] また、本実施の形態 8 では、送風 ファン 1 の下流側 となる風路に熱交換器

2 を配置 した室内機 1 0 7 について説明 したが、送風 ファン 1 の上流側 に熱

交換器 2 を配置 した室内機 に本発明を実施す ることも勿論可能である。つま

り、送風 ファン 1 と吹出口の間の風路 を仕切 り板 1 1 で分割 し、 この分割 さ

れた風路にマイク ロフォン 6 及び制御ス ピーカー 7 を配置すれ ばよい。送風

ファン 1 か ら発生す る音 をフィー ドバ ック制御 によ り消音す る場合は、 この

分割 された風路に制御ス ピーカー 7 のみ を設 けれ ばよい。

[01 04] 実施の形態 9 .

実施の形態 8 では、送風 ファン 1 と熱交換器 2 の間の風路のみ を仕切 り板

1 で分割 した。送風 ファン 1 と熱交換器 2 の間の風路に加 え、熱交換器 2

よ り下流側 となる風路 も仕切 り板によって分割す ることが可能である。なお

、本実施の形態 9 において、特に記述 しない項 目については実施の形態 8 と

同様 と し、同一の機能や構成については同一の符号 を用 いて述べ ることとす

る。

[01 05] 図 1 4 は、本発明の実施の形態 9 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示す

縦断面模式図である。

本実施の形態 9 に係 る室内機 1 0 8 は、熱交換器 2 と吹出口 1 0 との間に

仕切 り板 1 1 a が設 けられている。その他の構成は、実施の形態 8 に係 る室

内機 1 0 7 と同様である。

[01 06] 熱交換器 2 と吹出口 1 0 との間に設 けられた仕切 り板 1 1 a は、送風 ファ

ン 1 と熱交換器 2 との間に設 けられた仕切 り板 1 1 と同 じ数 とな ってお り、

各仕切 り板 1 1 の下方に設 けられている。よ り詳 しくは、仕切 り板 1 1 a は

、平面視 において、仕切 り板 1 1 と略平行に設 けられている。また、仕切 り

板 1 1 a は、平面視 において、仕切 り板 1 1 と概ね重な りあうように設 けら

れている。 これ によ り、仕切 り板 1 1 a を設 けた ことによる空気抵抗 を抑制

している。

[01 07] 熱交換器 2 は Λ 型 とに配置 されているため、仕切 り板 1 1 a の熱交換器 2

側端部 （上側端部） も Λ 型 とな っている。 この とき、熱交換器 2 と仕切 り板



a が接触 しないように、仕切 り板 1 1 a は配置 されている。冷房運転時

、熱交換器 2 は低温 となる。 このため、空気中の水分が結露 し、熱交換器 2

の表面に水滴が付着す る。熱交換器 2 と仕切 り板 1 1 a が接触 していると、

熱交換器 2 の表面に付着 した水滴が仕切 り板 1 1 a に移 って しま う。 この仕

切 り板 1 1 a に移 ってきた水滴 は、仕切 り板 1 1 を伝わ って吹出口 1 0 まで

移動 し、吹出口 1 0 か ら吹き出 され る空気に同伴 され、周囲に飛散 して しま

う。 この水滴の飛散は、使用者 に不快な思 いをさせ る可能性があ り、空気調

和機 にとってあってはな らない現象である。 このため、熱交換器 2 の表面に

付着 した水滴が吹出口 1 0 か ら飛散す ることを防止す るため、熱交換器 2 と

仕切 り板 1 1 a が接触 しないように、仕切 り板 1 1 a は配置 されている。

[01 08] 以上、 このように構成 された室内機 1 0 8 においては、仕切 り板 1 1 a を

配置す ることによ り、熱交換器 2 と吹出口 1 0 との間においても、送風 ファ

ン 1 で発生 した音 を平面波化す ることができる。 このため、送風 ファン 1 と

熱交換器 2 との間で消音できなか った音 を、熱交換器 2 と吹出口 1 0 との間

で消音できるようになる。 したが って、よ り消音効果の高 い空気調和機 （よ

り詳 しくは室内機）を得 ることができる。

[01 09] なお、本実施の形態 9 では、仕切 り板 1 1 a の下側端部が吹出口 1 0 まで

延設 された場合 を説明 したが、仕切 り板 1 1 a の下側端部は熱交換器 2 と吹

出口 1 0 との間にあっても勿論 よい。仕切 り板 1 1 a を設 けた ことによ り、

実施の形態 8 よ りも消音効果が向上す る。

[01 0] 実施の形態 1 0 .

実施の形態 8 及び実施の形態 9 では、送風 ファン 1 の数 と風路の分割数 と

を同数 と した。 これ に限 らず、風路の分割数 を送風 ファン 1 の数 よ りも多 く

してもよい。なお、本実施の形態 1 0 において、特に記述 しない項 目につい

ては実施の形態 8 又は実施の形態 9 と同様 と し、同一の機能や構成について

は同一の符号 を用 いて述べ ることとす る。

[01 11] 図 1 5 は、本発明の実施の形態 1 0 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示

す斜視図である。 この図 1 5 では、図面の理解 を容易 とす るため、ケ一 シン



グ 1 3 及び仕切 り板 1 1 を透過 させて示 し、ボ ックス 8 (バ ックチャンバ一

1 6 ) 、ア ンプ 2 1 〜 2 3 及び コン トロ一 ラ_ 2 4 等の図示を省略 している

[01 2] 本実施の形態 1 0 に係 る室内機 1 0 9 は、各仕切 り板 1 1 の間に、仕切 り

板 1 7 が設 けられている。つま り、本実施の形態 1 0 では、実施の形態 8 で

分割 した風路 を、仕切 り板 1 7 によって さらに分割 している。そ して、本実

施の形態 1 0 に係 る室内機 1 0 9 は、分割 された風路 と同数の消音ュニ ッ ト

(マイク ロフォン 6 、制御ス ピーカ一 7 、マイク ロフォン 9 ) を備 えてお り

、分割 された風路のそれぞれ にマイク 口フォン 6 及び制御ス ピーカー 7 が設

けられている。そ して、各マイク ロフォン 6 はアンプ 2 1 を介 してコン ト口

— ラ_ 2 4 に接続 され、各制御ス ピーカ一 7 はアンプ 2 2 を介 してコン ト口

— ラ一 2 4 に接続 され、各マイク ロフォン 9 はアンプ 2 3 を介 してコン ト口

_ ラ_ 2 4 に接続 されている。その他の構成は、実施の形態 8 に係 る室内機

0 7 と同様である。

なお、本実施の形態 1 0 に係 る室内機 1 0 9 は、フィー ドフォワー ド制御

によ り、送風 ファン 1 か ら発生す る音の消音 を図 っている。フィー ドバ ック

制御 によって送風 ファン 1 か ら発生す る音の消音 を図る場合、マイク ロフォ

ン 6 及びマイク ロフォン 6 に接続 されたアンプ 2 を設 ける必要はない。

[01 3] 仕切 り板 1 7 は、隣接す る仕切 り板 1 1 の間隔をほぼ均等に分割できる位

置 に配置 され る。 これ ら仕切 り板 1 7 は、仕切 り板 1 1 と同様 に種 々の材質

で形成す ることができる。例 えば、スチールやアル ミ等の金属で仕切 り板 1

1 を形成 してもよい。また例 えば、樹脂等で仕切 り板 1 1 を形成 してもよい

。なお、仕切 り板 1 7 は、仕切 り板 1 1 と同様 に遮音効果 も有す るほ うがよ

し、。 このため、金属 （スチールやアル ミ等）よ りも密度の小 さい樹脂等 を用

いて仕切 り板 1 7 を形成す る場合、仕切 り板 1 7 の厚み を大 き くす るとよい

[01 4] 仕切 り板 1 7 の熱交換器 2 側端部の形状は、熱交換器 2 に沿 って略 Λ 型 と

な っている。仕切 り板 1 7 が樹脂等のような低融点の材質で形成 されている



場合、熱交換器 2 は暖房運転の ときに高温 となるため、仕切 り板 1 7 と熱交

換器 2 との間にわずかな空間を形成す るとよい。仕切 り板 1 7 がアル ミゃス

チール等の融点が高 い材質の場合、仕切 り板 1 7 を熱交換器 2 と接す るよう

に配置 してもよ く、熱交換器 2 の フィンとフィンの間に仕切 り板 1 7 を挿入

してもよい。

[01 5] 仕切 り板 1 7 の送風 ファン 1 側端部の形状は、送風 ファン 1 の出口面 と略

平行 とな っている。なお、仕切 り板 1 7 の送風 ファン 1 側の形状は、送風 フ

アン 1 の回転中心付近 を高 くして周囲に行 くほど低 くなるような山形形状で

もよい。

[01 6] また、仕切 り板 1 7 の送風 ファン 1 側端部の高 さは、以下のように設定す

るとよい。

[01 7] 例 えば、送風 ファン 1 と熱交換器 2 が近 い場合、仕切 り板 1 7 の送風 ファ

ン 1 側端部 を送風 ファン 1 に近づけ過 ぎると、仕切 り板 1 7 が空気の流れの

抵抗 とな って しま う。 このため、送風 ファン 1 と熱交換器 2 が近 い場合、仕

切 り板 1 7 の送風 ファン 1 側端部 と送風 ファン 1 との距離 をできるだ け遠 く

した方がよい。 したが って、送風 ファン 1 と熱交換器 2 が近 い場合、仕切 り

板 1 7 の送風 ファン 1 側端部の高 さは、熱交換器 2 の上端部 （送風 ファン 1

と最 も近接 した位置） と同程度の高 さとすれ ばよい。仕切 り板 1 7 の送風 フ

アン 1 側端部 を熱交換器 2 の傾斜面の途中に配置 しても勿論 よい。

[01 8] また例 えば、送風 ファン 1 と熱交換器 2 との間に十分な距離がある場合、

仕切 り板 1 7 が空気の流れの抵抗 となることはない。 このため、送風 ファン

と熱交換器 2 との間に十分な距離がある場合、仕切 り板 1 7 の送風 ファン

1 側端部の高 さを、熱交換器 2 の上端部 （送風 ファン 1 と最 も近接 した位置

) よ りも高 くす るとよい。仕切 り板 1 7 の送風 ファン 1 側端部 を送風 ファン

に近づけることで、送風 ファン 1 か ら発生す る音 を平面波化できる範囲が

増加す る。

[01 9] 以上、 このように構成 された室内機 1 0 9 においては、分割 された風路の

幅 L を、実施の形態 8 に係 る室内機 1 0 7 よ りも小 さくす ることができる



。 このため、本実施の形態 1 0 に係 る室内機 1 0 9 は、実施の形態 8 に係 る

室内機 1 0 7 と比べ、よ り周波数の高 い音 を平面波化でき、消音できる。

[01 20] なお、実施の形態 9 と同様 に、熱交換器 2 と吹出口 1 0 との間の風路で各

仕切 り板 1 7 の下方 となる位置 に、 さらに仕切 り板 を設 けてもよい。 このよ

うに構成す ることによ り、実施の形態 9 と同様 に、送風 ファン 1 が発生す る

音 を平面波化 している区間が広が り、よ り高 い消音効果を得 ることができる

[01 2 1 ] 実施の形態 1 .

実施の形態 8 〜実施の形態 1 0 においては、ケ一 シング 1 3 の前後方向に

延設 された仕切 り板 を設 け、ケ一 シング 1 3 内の風路 を分割 した。ケ一 シン

グ 1 3 の左右方向延設 された仕切 り板 をさらに設 けることで、ケ一 シング 1

3 内の風路 をさらに分割す ることができる。なお、本実施の形態 1 1 におい

て、特に記述 しない項 目については実施の形態 8 〜実施の形態 1 0 と同様 と

し、同一の機能や構成については同一の符号 を用 いて述べ ることとす る。

[01 22] 図 1 6 は、本発明の実施の形態 1 1 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示

す斜視図である。また、図 1 7 は、 この室内機の縦断面模式図である。なお

、図 1 6 では、図面の理解 を容易 とす るため、ケ一 シング 1 3 及び仕切 り板

を透過 させて示 し、ボ ックス 8 (バ ックチャンバ一 1 6 ) 、ア ンプ 2

〜 2 3 及び コン トロ一 ラ_ 2 4 等の図示を省略 している。

[01 23] 本実施の形態 1 1 に係 る室内機 1 1 0 の基本構成は、実施の形態 1 0 に係

る室内機 1 0 9 と同様である。以下では、本実施の形態 1 1 に係 る室内機 1

0 と実施の形態 1 0 に係 る室内機 1 0 9 との差異点について説明す る。

[01 24] 本実施の形態 1 1 に係 る室内機 1 1 0 は、実施の形態 1 0 に係 る室内機 1

0 9 に、ケ一 シング 1 3 内の風路 を左右方向に分割す る仕切 り板 1 8 が設 け

られている。 この仕切 り板 1 8 は、前段側熱交換器 1 4 と後段側熱交換器 1

5 との間に設 けられてお り、仕切 り板 1 1 及び仕切 り板 1 7 と略直角に交わ

るように配置 されている。

[01 25] 本実施の形態 1 1 に係 る室内機 1 1 0 においても、分割 された風路 と同数



の消音ユニ ッ ト （マイク ロフォン 6 、制御ス ピーカ一 7 、マイク ロフォン 9

) を設 けている。 しか しなが ら、仕切 り板 1 8 を設 けることによ り、ケ一 シ

ング 1 3 内の風路は前後方向にも分割 され ることとなる。そ こで、本実施の

形態 1 1 に係 る室内機 1 1 0 は、ケ一 シング 1 3 の前面側のみな らず、ケ一

シング 1 3 の後面側 にも消音ュニ ッ トを設 けている。

[01 26] よ り詳 しくは、騒音源か ら発生 した音 を検出す るマイク ロフォン 6 は、音

源 となる送風 ファン 1 の近傍 に配置 されている。制御音 を出力す る制御ス ピ

_ カ_ 7 は、マイク ロフォン 6 よ りも下流側の風路に配置 され る。静粛領域

の音 を検出す るマイク ロフォン 9 は、仕切 り板 1 8 の下側端部近傍 に配置 さ

れている。なお、マイク ロフォン 9 は、吹出口 1 0 の近傍 に設置 されてても

よい。

また、各マイク ロフォン 6 はアンプ 2 1 を介 してコン トロ一 ラ一 2 4 に接

続 され、各制御ス ピーカ一 7 はアンプ 2 2 を介 してコン トロ一 ラ_ 2 4 に接

続 され、各マイク ロフォン 9 はアンプ 2 3 を介 してコン トロ一 ラ一 2 4 に接

続 されている。

なお、本実施の形態 1 1 に係 る室内機 1 1 0 は、フィー ドフォワー ド制御

によ り、送風 ファン 1 か ら発生す る音の消音 を図 っている。フィー ドバ ック

制御 によって送風 ファン 1 か ら発生す る音の消音 を図る場合、マイク ロフォ

ン 6 及びマイク ロフォン 6 に接続 されたアンプ 2 を設 ける必要はない。

[01 27] なお、仕切 り板 1 8 の下側端部 （吹出口 1 0 側端部）の位置 は、以下のよ

うに設定す るとよい。

[01 28] 例 えば、図 1 7 に示す ように、仕切 り板 1 8 を平板に した場合、仕切 り板

8 の下側端部 を下方まで延ば しす ぎると、風路の面積が減少 して （風路が

仕切 り板 1 8 によ り塞がれて）、空気の流れの抵抗 とな って しま う。 このた

め、仕切 り板 1 8 を平板に した場合、仕切 り板 1 8 の下側端部の位置 は、ノ

ズル 4 の風上側 に配置す る。

[01 29] 例 えば、図 1 8 に示す ように、仕切 り板 1 8 の下側がノズル 4 の形状に合

わせた曲面 とな っている場合、仕切 り板 1 8 の下側端部 を吹出口 1 0 まで延



ば してもよい。仕切 り板 1 8 の下側端部 を吹出口 1 0 まで延ばす ことによ り

、送風 ファン 1 が発生す る音 を平面波化 している区間が広が り、よ り高 い消

音効果を得 ることができる。

[01 30] 以上、 このように構成 された室内機 1 1 0 においては、分割 された風路の

幅 L 2 を、実施の形態 8 〜実施の形態 1 0 に係 る室内機 1 0 7 〜 1 0 9 よ り

も小 さくす ることができる。 このため、本実施の形態 1 1 に係 る室内機 1 1

0 は、実施の形態 8 〜実施の形態 1 0 に係 る室内機 1 0 7 〜 1 0 9 と比べ、

よ り周波数の高 い音 を平面波化でき、消音できる。

[01 3 1 ] 実施の形態 1 2 .

実施の形態 8 〜実施の形態 1 1 で示 した仕切 り板の表面に、後述のような

吸音材 を設 けてもよい。または、仕切 り板 を吸音材で構成 してもよい。なお

、本実施の形態 1 2 において、特に記述 しない項 目については実施の形態 8

〜実施の形態 1 1 と同様 と し、同一の機能や構成については同一の符号 を用

いて述べ ることとす る。

[01 32] 図 1 9 は、本発明の実施の形態 1 2 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示

す斜視図である。 この図 1 9 では、図面の理解 を容易 とす るため、ケ一 シン

グ 1 3 及び仕切 り板 1 1 を透過 させて示 し、ボ ックス 8 (バ ックチャンバ一

1 6 ) 、ア ンプ 2 1 〜 2 3 及び コン トロ一 ラ_ 2 4 等の図示を省略 している

。また、 この図 1 9 は、実施の形態 8 に係 る室内機 1 0 7 に吸音材 を設 けた

例 を示 している。

[01 33] 本実施の形態 1 2 に係 る室内機 1 1 1 は、仕切 り板 1 1 の両面に吸音材 1

9 を設 けている。 この吸音材 1 9 の材質は、ウ レタン、多孔質の樹脂、多孔

質のアル ミ等である。 このような吸音材 1 9 は、低周波の消音効果は小 さい

力、 k H z 以上の高周波を消音す ることができる。吸音材 1 9 の厚み は、

厚 いほど低 い周波数 を吸収できる。 しか しなが ら、室内機 1 1 1 は、ァクテ

イブノイズ コン トロール を用 いることによって例 えば 1 k H z 以下の音 を消

音できる。 このため、吸音材 1 9 は、例 えば 2 k H z の音 を吸音す る 2 O m

m 以下の厚みで十分効果を得 ることができる。



[01 34] なお、仕切 り板 1 1 の材質は、実施の形態 8 〜実施の形態 1 1 と同様 に、

種 々の材質で形成す ることができる。例 えば、スチールやアル ミ等の金属で

仕切 り板 1 1 を形成 してもよい。また例 えば、樹脂等で仕切 り板 1 1 を形成

してもよい。表面に吸音材 1 9 を設 けても、仕切 り板 1 1 による平面波化は

実現できる。

[01 35] 以上、 このように構成 された室内機 1 1 1 においては、アクテ ィブノイズ

コン トロールによって、低周波の音 を効率的に消音す ることができる。また

、アクテ ィブノイズ コン トロールでは消音 しきれない高周波の音 も、吸音材

9 によって消音す ることができる。

[01 36] 実施の形態 1 3 .

実施の形態 8 〜実施の形態 1 2 では、熱交換器 2 の上流側 に送風 ファン 1

を配置 した室内機 に本発明を実施 した場合について説明 した。 これ に限 らず

、熱交換器 2 の下流側 に送風 ファン 1 が配置 された室内機 に本発明を実施す

ることも勿論可能である。なお、本実施の形態 1 3 において、特に記述 しな

い項 目については実施の形態 8 〜実施の形態 1 2 と同様 と し、同一の機能や

構成については同一の符号 を用 いて述べ ることとす る。

[01 37] 図 2 0 は、本発明の実施の形態 1 3 に係 る空気調和機の室内機の一例 を示

す縦断面模式図である。

本実施の形態 1 3 に係 る室内機 1 1 2 は、熱交換器 2 の下流側 に送風 ファ

ン 1 が配置 されている。また、送風 ファン 1 は、横流 ファンを用 いている。

また、ケ一 シング 1 3 内に形成 された風路は、実施の形態 9 と同様 に、分

割 されている。つま り、吸込 口 1 2 と熱交換器 2 との間の風路は、仕切 り板

1 によって分割 されている。熱交換器 2 と吹出口 1 0 との間の風路は、仕

切 り板 1 1 a によって分割 されている。

[01 38] 仕切 り板 1 1 の熱交換器 2 側端部の形状は、熱交換器 2 に沿 って略 Λ 型 と

な っている。仕切 り板 1 1 が樹脂等のような低融点の材質で形成 されている

場合、熱交換器 2 は暖房運転の ときに高温 となるため、仕切 り板 1 1 と熱交

換器 2 との間にわずかな空間を形成す るとよい。仕切 り板 1 1 がアル ミゃス



チール等の融点が高 い材質の場合、仕切 り板 1 1 を熱交換器 2 と接す るよう

に配置 してもよ く、熱交換器 2 の フィンとフィンの間に仕切 り板 1 1 を挿入

してもよい。

また、仕切 り板 1 1 a の熱交換器 2 側端部 も Λ 型 とな っている。 この とき

、熱交換器 2 の表面に付着 した水滴が吹出口 1 0 か ら飛散す ることを防止す

るため、熱交換器 2 と仕切 り板 1 1 a が接触 しないように、仕切 り板 1 1 a

は配置 されている。

なお、仕切 り板 1 1 及び仕切 り板 1 1 a の組み付 け性 を向上 させ るため、

仕切 り板 1 1 及び仕切 り板 1 1 a をそれぞれ複数に分割 してもよい。

[01 39] 本実施の形態 1 3 に係 る室内機 1 1 2 においても、分割 された流路の数 と

同数の消音ユニ ッ ト （マイク ロフォン 6 、制御ス ピーカ一 7 、マイク ロフォ

ン 9 ) が設 けられている。

よ り詳 しくは、騒音源か ら発生 した音 を検出す るマイク ロフォン 6 は、音

源 となる送風 ファン 1 の下流側近傍 に配置 されている。制御音 を出力す る制

御ス ピーカ一 7 は、マイク ロフォン 6 よ りも下流側の風路に配置 され る。静

粛領域の音 を検出す るマイク ロフォン 9 は、吹出口 1 0 の近傍 に設置 されて

いる。

また、各マイク ロフォン 6 はアンプ 2 1 を介 してコン トロ一 ラ一 2 4 に接

続 され、各制御ス ピーカ一 7 はアンプ 2 2 を介 してコン トロ一 ラ_ 2 4 に接

続 され、各マイク ロフォン 9 はアンプ 2 3 を介 してコン トロ一 ラ一 2 4 に接

続 されている。

[01 40] なお、本実施の形態 1 3 に係 る室内機 1 1 2 は、フィー ドフォワー ド制御

によ り、送風 ファン 1 か ら発生す る音の消音 を図 っている。フィー ドバ ック

制御 によって送風 ファン 1 か ら発生す る音の消音 を図る場合、マイク ロフォ

ン 6 及びマイク ロフォン 6 に接続 されたアンプ 2 を設 ける必要はない。

[01 4 1 ] 以上のように、熱交換器 2 の下流側 に送風 ファン 1 が配置 された室内機 1

2 においても、送風 ファン 1 で発生す る音 を平面波化す ることができる。

このため、高 い消音効果を有す る空気調和装置 （よ り詳 しくは室内機）を得



ることができる。

[01 42] なお、本実施の形態 1 3 で示 した消音ユニ ッ ト （マイク ロフォン 6 、制御

ス ピーカ一 7 、マイク ロフォン 9 ) の設置位置 は、あ くまでも一例 である。

例 えば、実施の形態 8 〜実施の形態 1 2 と同様 に、吸込 口 1 2 と熱交換器 2

との間の風路に制御ス ピーカ一 7 を設 けてもよい。また、 この とき、マイク

口フォン 6 を、吸込 口 1 2 と熱交換器 2 との間の風路 （よ り詳 しくは、制御

ス ピーカ一 7 と熱交換器 2 との間）に設 けてもよい。 このように構成 しても

、吸込 口 1 2 か ら放射 され る送風 ファン 1 の音 を低減す ることができる。

符号の説明

[01 43] 送風 ファン、 2 熱交換器、 4 ノズル、 6 マイク ロフォン、 7

制御ス ピーカ一、 8 ボ ックス、 9 マイク ロフォン、 1 0 吹出口、 1 1

仕切 り板、 1 1 a 仕切 り板、 1 2 吸込 口、 1 3 ケ一 シング、 1 4

前段側熱交換器、 1 5 後段側熱交換器、 1 6 バ ックチャンバ一、 1 7

仕切 り板、 1 7 a 上端部、 1 8 仕切 り板、 1 9 吸音材、 2 1 , 2 2 ,

2 3 アンプ、 2 4 コン トロ一 ラ一、 1 0 0 〜 1 1 2 室内機。



請求の範囲

吸込 口及び吹出口が開口され、内部に風路が形成 されたケー シング

と、

該ケー シングの前記風路に設 けられた熱交換器及び送風 ファンと、

を備 えた空気調和機 において、

前記風路が仕切 り板によって複数の風路に分割 されていることを特

徵 とす る空気調和機。

前記熱交換器 は前記送風 ファンの下流側 に設 けられ、

前記仕切 り板は、前記送風 ファンと前記熱交換器 との間に設 けられ

ていることを特徴 とす る請求項 1 記載の空気調和機。

前記熱交換器 は前記送風 ファンの下流側 に設 けられ、

前記仕切 り板は、前記送風 ファンと前記熱交換器 との間、及び前記

熱交換器 と前記吹出口との間に設 けられ ることを特徴 とす る請求項 1

記載の空気調和機。

前記送風 ファンは、軸流型の送風 ファン又は斜流型の送風 ファンで

あ り、

前記仕切 り板の少な くとも上端部は、前記送風 ファンの出口面に対

して傾斜 して配置 されていることを特徴 とす る請求項 2 又は請求項 3

に記載の空気調和機。

前記仕切 り板は、複数の板部材で構成 されていることを特徴 とす る

請求項 1 〜請求項 4 の いずれか一項に記載の空気調和装置。

前記仕切 り板は、吸音材 を備 えていることを特徴 とす る請求項 1 〜

請求項 5 の いずれか一項に記載の空気調和装置。

吸込 口及び吹出口が開口され、内部に風路が形成 されたケー シング

と、

該ケー シングの前記風路に設 けられた熱交換器及び送風 ファンと、

少な くとも 1 つの音検出装置、及び制御音 を出力す る制御音出力装

置 を有す る消音ュニ ッ 卜と、



前記音検出装置の少な くとも 1 つの検出結果に基づいて、前記制御

音 を生成す る制御音生成装置 と、

を備 えた空気調和機 において、

前記消音ュニ ッ 卜が複数設 けられ、

前記風路が仕切 り板によって複数の風路に分割 され、

分割 された風路毎に少な くとも前記消音ュニ ッ 卜の前記制御音出力

装置が設 けられていることを特徴 とす る空気調和装置。

前記熱交換器 は前記送風 ファンの下流側 に設 けられ、

少な くとも前記消音ュニ ッ 卜の前記制御音出力装置 は、前記送風 フ

アンと前記熱交換器 との間に設 けられていることを特徴 とす る請求項

に記載の空気調和機。

前記仕切 り板は、前記送風 ファンと前記熱交換器 との間に設 けられ

ていることを特徴 とす る請求項 8 に記載の空気調和機。

前記仕切 り板は、複数の板部材で構成 されていることを特徴 とす る

請求項 7 〜請求項 9 の いずれか一項に記載の空気調和装置。

前記仕切 り板は、吸音材 を備 えていることを特徴 とす ることを特徴

とす る請求項 7 〜請求項 1 0 の いずれか一項に記載の空気調和機。
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